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12/3 sat 9:30 ～ 17:30

12/4 sun 10:00 ～ 13:00・14:00 ～ 16:30

（9：45～ 12：30）❖ 使用言語：英語

環境への認識と介入に関わる文化の今日的文脈
SessionA
Contemporary context of the cultural percep�on and interven�on to 
environment

❖ 使用言語：日本語（13：30～ 17：30）

東北アジアにおける国際環境協力のための科学とは：
渡り鳥とその生息地を事例に
Science for environmental coopera�on in Northeast Asia: The case of 
interna�onal coopera�on and science on migratory birds

SessionB

❖ 使用言語：英語（10：00～ 12：45）

エネルギーと環境政策
Energy and environment policy

SessionC

（14：00～ 16：30）※入場無料、参加申込不要公開講演会
「地球温暖化と私たちの未来」 講師：江守正多 氏

Climate Change and Our Future
1 （国立環境研究所地球環境研究センター

（変動リスク評価研究室）室長）

「狩猟民世界からのメッセージ - 自然界のなかの人間存在」

講師：荻原眞子 氏
Message from Hunters’ World: Human Being in the Nature

2

（千葉大学名誉教授）

CNEAS Lecture

EMORI Seita

OGIHARA Shinko

Date: 3-4 December, 2016
2016年 12月 3日（土）・4日（日）

Place: 6F. Multimedia Education and Research Complex, Kawauchi North Campus.

<<< 国際シンポジウム　「北東アジアの環境：文化的認識と政策的関与」　申込フォーム

東北大学川内北キャンパス・マルチメディア教育研究棟6Ｆ大ホール
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場所

申込
◉セッション参加希望の方は左記QRコードより参加登録をお願いします。 11月25日（金）締切
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International SymposiumInternational Symposium

（9：45～ 12：30）12/3（土） ❖ 使用言語：英語

環境への認識と介入に関わる文化の今日的文脈
SessionA
Contemporary context of the cultural percep�on and interven�on to 
environment

シャマニズムや狩猟儀礼などに関する民族誌は、北東アジアの人々の自然
に対する認識・介入といった営為が、多様な着想と行為を伴う極めて文化
／社会的な実践であることを示してきた。本セッションでは、地域住民の
視座に立ちつつ、かかる実践が環境・資源問題の文脈でもつ意義や住民の
環境資源に対する理解・対応のあり方、及びその特質を考えたい。

◉Reports：
VITEBSKY Piers (University of Cambridge, UK.)
  －Movement and emotion among Eveny reindeer herders
SHIMAMURA Ippei (The University of Shiga Prefecture, Japan)
  －The dependent resistance on/against the mining development：A case 
study on Shamanic activities around a copper-gold mining site in Mongolia
ZORBAS Konstantinos (Shandong University, China)
  －Supernatural sanctions, legal pluralism, and political procedure
IIJIMA Shuji (Kyushu University, Japan)
  －Cultural perceptions and its re-embedded contexts from the toxic sea

◉Chairman：TAKAKURA Hiroki
　 （Center for Northeast Asian Studies Tohoku University）

❖ 使用言語：日本語（13：30～ 17：30）

東北アジアにおける国際環境協力のための科学とは：
渡り鳥とその生息地を事例に
Science for environmental coopera�on in Northeast Asia: The case of 
interna�onal coopera�on and science on migratory birds

SessionB

北東アジア地域で越境大気汚染、海洋・河川の汚染、海洋資源保全などの
山積する環境問題解決のための国際協力や条約などのハード・ロー締結が
進まない理由として、科学的知見の不足や活用の不十分さが指摘されてい
る。本セッションでは、ハード・ローとしての渡り鳥条約やアムール・オホー
ツクの渡り鳥生息地などにかかる協力を事例として、この問題を議論する。

◉報告者：
白岩孝行 （北海道大学・低温科学研究所）
  －北東アジアの越境環境問題解決に対するアプローチ：アムール・オホー
ツクコンソーシアムの構築と実践
児矢野マリ ( 北海道大学・大学院法学研究科 )
  －北東アジア地域における国際環境協力の枠組みの現状
樋口広芳（慶應義塾大学・政策メディア研究科）
  －東北アジアを中心とした渡り鳥研究の現状と課題
澤祐介（バードライフ・インターナショナル東京）
  －日露渡り鳥条約に基づく共同事業：シジュウカラガン羽数回復計画
大泰司紀之・太子夕佳（北海道大学総合博物館）
　－コクガンの日露共同調査とアイヌによるオオワシ・オジロワシの矢羽
交易について

12/3（土） ◉座長：石井 敦
　 （東北大学東北アジア研究センター）

❖ 使用言語：英語（10：00～ 12：45）

エネルギーと環境政策
Energy and environment policy

SessionC

東北アジア地域の国々がどのようなエネルギー・ミックスと温暖化対策目
標を持つかは地球社会全体に影響します。この重要な問題に直面する各国
の研究者が現状と課題について議論する。

◉Reports：
ZHU Songli (Energy Research Institute of National Development and 
Reform Commission)
  －The development of coal industry in China and its impact on CO2 
emission.
LU Xuedu (Asian Development Bank, Philippines)
  －Climate actions by Asian Development Bank
KIM Jeongin (Chung-Ang University, Korea)
  － Chinese emission trading system and establishing Northeast Asian 
carbon market
PLOBERGER Christian  (Chinese Economic Association, UK/Europe)
  －East Asia’s Transborder environmental issues: Encouraging regional 
cooperation or conflict

12/4（日） ◉Chairman：ASUKA Jusen
　 （Center for Northeast Asian Studies Tohoku University）


